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宮本武蔵伝 

 

＜はじめに＞ 

 剣豪、剣聖と言われ、江戸時代から今日まで多くの物語や小説で著され、皆

さんご存知の仁です。 

 小説で最も人気のあるものは吉川英治作の「宮本武蔵」でしょう。本をお読

みになった方、お読みにならなくても映画やテレビ制作の宮本武蔵の多くは吉

川英治が原作ですからストーリーはご存知の方がほとんだと思います。 

 宮本武蔵は１６世紀末から１７世紀半ばまで無敗の兵法者（武芸者）として

活躍した実在の人物です。 

 しかし吉川英治「宮本武蔵」に出てきて脇役として活躍する又八（武蔵の竹

馬の友）、お通（武蔵を慕う娘）、お杉婆（又八の母親）は創作上の人物で架空

の人です。この三人が登場して吉川英治「宮本武蔵」は人気を博し、発表の昭

和１０年より今日まで続く大ベストセラーです。 

 戦後になって、柳生武芸帖で有名な五味康裕が「二人の武蔵」を著わしまし

た。武蔵が二人いないとつじつまが合わないと言うことで。しかしかなり異説

と言えるでしょう。 

 吉川英治や五味康祐に対抗して司馬遼太郎が「真説宮本武蔵」を著わしまし

た。もちろん武蔵は一人で、又八、通やお杉婆は出てきません。 

 

 この宮本武蔵は在世の時から有名な仁で、没後の江戸時代から多くの作家に

よって伝記が書き著されてきました。 

史実として実像の武蔵のことがはっきり分かっていることが限定的で、それ

により伝記は脚色された部分が多くなり、真実の武蔵はどうだったのか今日の

専門家の間でも議論が定まりません。 

 ここで宮本武蔵の実像を探って見ることにしましょう。 
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おわりに 

 

１、史料から見る宮本武蔵の実像 

  宮本武蔵についての記録は本人が書いた兵法書（剣術の本）「五輪書
ごりんのしょ

」、が

確かで、次に武蔵の没後九年目に武蔵の養子の伊織によって建立された顕彰

碑に刻まれた「小倉
こ く ら

碑文
ひ ぶ ん

」（武蔵の経歴書）となります。 

  更に武蔵の弟子の子孫が書いた「二天記」（武蔵の伝記）となりますが、こ

れは武蔵没後１３０年も後に著された伝記で、上記「五輪書」と「小倉碑文」

を基に脚色して話をふくらましたもので、信憑性に問題があるところが多々

あります。 

  この三史料の概要については後述します。 

 江戸時代以降多くの作家、そして吉川英治も五味康祐も司馬遼太郎もこの 

三つの史料をもとに宮本武蔵を書いてきました。 

 ここではこの三つの史料をもとに、適宜他の史料も参考にして武蔵の実像を

見てみます。 

 

（１）出身地 

二か所の説に分かれます。 

  ①播磨国（兵庫県）説 

   〇「五輪書
ごりんのしょ

」（武蔵の自著）の序論によりますと“生国
しょうこく

播磨
は り ま

の武士”と 

    あります。 



3 

 

   〇「二天記」（武蔵の弟子の子孫編集の伝記）は“播磨に生まれる” 

   〇「播磨
は り ま

鑑
かがみ

」（１８世紀中頃の編集の地誌）では“播磨国揖
いっ

東郡
とうぐん

鵤
いかるが

辺 

    の宮本村の産”（兵庫県揖保郡太子町宮本） 

 

 ②美作
みまさか

国
のくに

（岡山県の東側の地域）説 

   〇「東作誌
とうさくし

」（１９世紀の編集で、世に出たのは明治４２年）によります 

と、美作国英田
あ い だ

郡宮本村”（岡山県美作市宮本） 

 

  史料的には上記、播磨国（兵庫県）と美作国（岡山県）の二説に分かれま 

す。 

 「小倉碑文」（養子宮本伊織が建立）では生まれは播磨としながら、“初め  

て播磨に行って戦う”と、播磨生まれではないと取られる矛盾した一文があり 

ます。 

  吉川英治も司馬遼太郎も美作説をとります。（司馬は美作に生まれて母親の 

実家の播磨で育った説） 

  

  江戸時代は播磨説が通説でしたが、明治に「東作誌」（美作国の東側の郷土 

史）が世に出てから美作説が一般説になりました。 

  今日では、武蔵が自分で生まれを播磨（兵庫県）と書いている（五輪の書 

で）のだから兵庫県と考えることが妥当だとの意見が多くなっています。 

  播磨で生まれて美作に養子で行ったとの説もあります。 

  

  現在両県の地で記念碑等があり、どちらの住民もご当地説を主張します。 

 

（２）名前とお父さん 

 〇新免武蔵守藤原玄
はる

信
のぶ

 （「五輪書」） 

 〇新免の後裔武蔵玄信、二天と号す（小倉碑文） 

  

 〇新免武蔵藤原玄信、外戚の氏姓の宮本も使う（二天記） 

 

  書状では自分で宮本の姓も名乗っています。新免は兵法関係で名乗り、そ
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の他武士としての名は宮本を名乗り、書画では二天の号を使っていたとの説

が今日通説です。 

 

  父親のことは確かな史料には載っていません。 

 「二天記」には、“父は新免無二介信綱、新当流 十手を使う。吉岡憲法（京 

で道場を構える名人）と試合し２勝１敗” 

  「武州伝来記」では、“宮本無二、十手が得意、武蔵は父親と喧嘩して播磨 

の母が方の叔父を頼る” 

   「武州伝来記」は武蔵没後７０年を経て書かれたもので信憑性に問題あり 

 と言われています。 

 

（３）誕生と死没年 

  死没年月日ははっきりしています。 

  １６４５年（正保２年５月１９日）です。享年６２歳 

生年は１５８４年（天正１２年）。 

 亡くなった年月日については、晩年は熊本の細川家の客分待遇で暮らしてい

て、友人、知人、弟子たちとの交流がさかんでしたので間違いありません。 

  生年は、武蔵の自著の「五輪書」の序文に書かれている当時の年齢６０歳

から計算すると１５８４年となります。 

 養子伊織の子孫が残した家系図では生まれ

は１５８２年生まれになるのですが、この宮本

家の家系図は１９世紀に入ってからの作成で、

信憑性に問題があるとされています。 

 だいたいの研究者の皆さんは６２歳説をと

ります。 

 

（４）容貌 

左図をご覧ください。 

武蔵の肖像図は何点か残っているのです  

が、島田美術館蔵の物が有名です。  

  白い小袖の上に赤い肩衣を着けて、右を向  

 いて真っすぐに立っています。右手に長刀、  

 左手に短刀を下段に軽く構えており、自然体  

の構えと言えます。 

  相手との間が大分ある時の構えと思えま 

 すが、名人とはこんな構えかと思わせます。 
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 この絵は武蔵没後すぐに関係者がプロの絵師に描かせたものと言われてい

ます。 

  絵から見ますと瘦せ型の長身のようです。 

 

（５）試合 

  史料的に一番信頼が高い自著の「五輪書
ごりんのしょ

」によりますと、 

“１３歳で初めて勝負し、新当流有馬喜兵衛に勝つ。１６歳で但馬国の兵法

者に勝つ。２１歳で京で数度の勝負。２９歳まで諸国の兵法者と六十余度戦

い負けを知らず。” 

 

 武蔵自ら著した「五輪書」では我々が良く知る京の吉岡憲法や奈良の宝蔵院

流との試合のことをふれていません。 

“京で数度勝負した”とあるので、これが吉岡憲法のことかもしれません。 

  さらに肝心の佐々木小次郎との巌流島での一戦のことは全く触れていませ 

ん。 

  しかしかの有名な巌流島の一戦をまったく触れないで、良く知られない有

馬喜兵衛の名前をあげているのは解せません。 

  しかしまあ「五輪書」は武蔵が著わした兵法書（剣術の方法）で彼の自叙

伝の部分は主な部分ではないのすが、かれの履歴の部分には問題ないとしま

しょう。 

  次に信用されています「小倉碑文」では吉岡憲法と一戦については書かれ

ています。 

  巌流島の一戦も書かれているのですが。佐々木小次郎の名前は“岩流
がんりゅう

”と

しか書かれていません。 

  巌流島の一戦のことは「二天記」（元ネタは「五輪の書」、「小倉碑文」）で

は詳しく書かれており、岩流は“岩流小次郎”と名付けられます。 

  我々が知る名前“巌流佐々木小次郎”の名称は１９世紀に入って武蔵につ

いて書かれた物語でつけられたようです。 

  

（６）養子宮本伊織 

  武蔵は結婚しませんでした。伊織を養子にする前に三木之助と言う子とそ

の弟を養子にしますが、二人とも若くして亡くなります。 

 

  １６２６年（寛永３年）伊織を養子にして、かねて昵懇の明石の大名小笠



6 

 

原忠
ただ

真
ざね

に仕えさせます。伊織は才能のある人で、すぐに小笠原家の重臣なり、

忠真が明石から小倉に移封された後に起こった島原の乱（１６３７~３８年）

に忠真に従い参戦し手柄をたて、戦後家老（４千石）に昇進しました。 

  伊織は武蔵とは元々親類との説もありますが分かりません。 

 

  伊織は武蔵没後、小倉に武蔵を称えて顕彰碑建てました。この碑に上述で

引用してきました武蔵の経歴「小倉碑文」が記述されているのです。 

 

（７）大戦に参戦 

  武蔵の存命中のこの時代に大きな戦いが三つありました。即ち関ケ原の戦 

い、大坂の陣、島原の乱があります。 

⓵関ケ原の戦い（１６００年） 

   徳川家康と石田三成との関ケ原の戦い（１６００年）には参戦したよう

ですがはっきりしません。 

   西軍に一兵卒で参戦した説は吉川英治「宮本武蔵」がとります。 

別の説があります。 

関ケ原の戦いの時に、九州で黒田如水が立ち上がりました。この黒田如水

の陣に武蔵は駆けつけました。黒田如水は勝ちましたが、如水は戦後徳川家

康には評価されませんでした。家康には了解を得ず勝手に戦ったからです。

むしろあやしい戦いと疑われました。よって如水は占領地はもらえませんで

した。   

 よって如水陣に参戦した侍達には戦後恩賞なく解き放ちでしたので、武蔵

も戦い損であったとの説があります。 

因みに戦後黒田家が加増され福岡に領地をもらったのは関ケ原で勲功の

あった如水の息子の長政の働きによるものです。 

 

 ②大阪の陣（１６１４～１５年） 

武蔵は徳川軍で参戦しましたが、具体的な内容が分かりません。 

   大きな手柄をたてたなら領地をもらったはずですが、記録にはありませ 

ん。 

 

 ③島原の乱（１６３７．１６３８年） 

   養子伊織は小倉藩主の小笠原忠真の重役になっており、島原の乱に主君

に従って参戦しました。その時武蔵も伊織に付き添って参戦しました。幕

府軍が乱を鎮圧後、伊織は戦功により家老に昇進しました。 
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武蔵は戦場で負傷して功労はありませんでした。 

  これにつきましては有馬直純（乱に参戦）宛宮本武蔵書状（自筆、原文）   

が残っていますので間違いありません。 

   いずれにしましても武蔵自身は大きな手柄を立てた様子はありません。 

 

（８）晩年 

  宮本武蔵は青年期は兵法家として活躍し、名をあげていたのである程度は

分かります。 

  しかし３０歳から熊本に現れる５９歳（１６４０年、寛永１７年）までは

断片的なことしか分かりません。 

  大阪の陣に参戦（活躍の内容不明）、伊織を養子、島原の乱に参戦したこと  

 だけす。 

  しかし武蔵が当時兵法家として有名人であったことは間違いありません。 

  大名では細川忠利（熊本藩主）、小倉藩主小笠原忠真、日向延岡藩主有馬直

純や細川の家老長岡興長等々と知己あるいは友人は多数いました。 

  徳川家をはじめ兵法が好きな大名が召し抱えたいと申し出ましたが、俸禄

のことで折り合いがつかず話は流れたとの逸話が残っています。 

 

 晩年ははっきりしています。 

  １６４０年（寛永１７年）に熊本に現れます。１６３８年の島原の乱に参 

戦後は江戸にいたようです。 

 誰を頼って、又誰の誘いで熊本を訪れたか分かりません。年は５７歳でし 

た。 

  兼ねて知友の細川忠
ただ

利
とし

の家老長岡興長に“熊本に来ている”と書状を出し

ています。（自筆原文が残っています）    

  武蔵を高く評価していた藩主細川忠利と家老長岡興長は武蔵を熊本の地に

引き留めるべく相談しました。 

待遇については武蔵に礼を失しないように、かといって譜代の家臣とのバ 

ランスのこともあり過分の俸給は出せないことから、当初は七人扶持、合力米

十八石、後に三百石を追加支給で、住まいは熊本の千葉城跡に居宅を与え、客

分待遇としました。 

武蔵はこの処遇に満足して、兵法伝授を藩士に行い、又、絵画、工芸、茶道、

連歌に熱心でした。特に絵画への評価は今日おいても高いのです。 

熊本で亡くなる１６４５年までの５年間で、有名な絵画（墨絵）は描かれ  

たのです。 
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２、「五輪書
ごりんのしょ

」と絵画 

（１）「五輪書」 

武蔵が著わした兵法書「五輪書
ごりんのしょ

」が最も有名ですね。名前だけは聞かれた   

方は多いと思われます。 

この本の以前に武蔵が細川忠真に求められて提出した「兵法三十五個条」  

がありますが、これが土台と言われています。 

「五輪書」の自筆原本は残っていません。武蔵の没後、高弟（寺尾孫之丞、 

芝任義矩
しばとうよしのり

）が原文を写したもの、更にそれを写したものが残っています。 

「兵法三十五個条」は自筆原文が残っていますから、その絡みから「五輪書」 

はまず武蔵の著であると言って間違いないとされています。 

 

内容は兵法書ですので剣（刀）の使い方についてが主ですが、試合での 

精神的なことも記述し、更に序文では自分の経歴（上述）を書いていますが経

歴の部分は多くはありません。 

五輪というのは編集が地の巻・水の巻・火の巻・風の巻・空の巻の五つに   

なっていることからです。 

地・水・火・風・空の五輪は仏教で物質構成の五つとされています。そこ   

 から取ったのでしょう。 

 

  あらましの内容は次の通りです。 

 ＜地の巻＞ 

  序論： 我が兵法の名を二天一流と名付ける 

      出身地、姓名、年齢、試合歴（上述１、（１）、（２）、（３）、（５） 

ご参照） 

      兵法は武士の法である。 

      武士は文武二道が必要である。 

      

  兵法のあらましを説く。（総論） 

剣術だけでは剣の道をしることは出来ない。 

 

  武士は二刀を着けるので二刀一流という。 

  刀や脇差は片手で持つ武器である。両手で構えるのは実戦的でない。 



9 

 

  太刀を二つ持つのは、大勢の相手の時に利点があるからである。 

 

  著者注：武蔵以外の剣術は刀を両手に持って構えて相手に打ちに又斬りに 

いきます。現在の剣道もほとんどそうです。 

      西洋でも中国でも刀（剣）は片手で持って相手に斬りに行きます。 

武蔵の言う片手で持つのが世界的には一般です。 

 

    武蔵は通常二刀を持って戦かったと言われていますが、試合の時は  

 一刀であったとの説が現在有力です。 

    現在の剣道では二刀を持って戦うことは許されていますが、使い手は 

少ないようです。 

 

  兵法の道を鍛錬するにあたっての心構え。 

   ⓵ 邪心を持たない 

 

   ② 二天一流を鍛錬する。 

      

   ③ 広く諸芸（武芸）に触れる。 

 

   ④ さまざまな職能の道を知る。 

 

   ⑤ 利害得失をわきまえる。 

 

   ⑥ 判断力を養う。 

 

   ⑦ 目に目えぬ本質をさとる。 

 

   ⑧ わずかなことも気を付ける。 

 

   ⑨ 役にたたないことをしない。 

 

 ＜水の巻＞ 

“技の教えです。” 

心を水のようにする。水は四角い器、丸い器で形を変える。大海となる。 

一を知って万を知る。 

  平常の心をもって臨む。 
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  戦闘の姿勢、目つき、太刀の持ち方、足さばき、五方の構え、太刀の道、 

  五つのおもて（技の形）等々で剣術の具体的な技の教えです。 

   

  五方の構え、五つのおもては五つの構えと技の形を教えていますが、二刀 

を使っての技は教えていません。 

  二刀流での刀の使い方は武蔵は教えたのでしょうが、直伝が残っていま 

せん。武蔵没後に弟子が書き残したものはあります。 

 

剣術、剣道の素人の著者には難解ですので具体的な内容は省略させてくだ 

さい。 

 

 ＜火の巻＞ 

  “試合に臨んでの対処の仕方です。” 

 

  火は大きくもなり小さくもなる。一瞬を争う。 

  太陽を背にして、明かりを後ろにして敵に向かう。 

  敵より高い所に位置する。 

  ここらあたりは分かるような気がしますが、 

  三つの先、枕を抑える、渡をこす、けいきをおさえる、剣をふむ等々後 

３０項目ぐらいは素人の著者には意味不明な所がほとんどです。よって省 

略します。 

 

 ＜風の巻＞ 

  他流試合についての対応を解説しています。 

  世間の兵法をしること。 

  他流の批判 

 

 ＜空に巻＞ 

  道理を体得してもこだわらない。 

  心理、哲学的で難解故省略します。 

 

 この書は兵法書です。即ち剣術において、刀（太刀、脇差、小刀）の使い方、 

太刀さばき、敵との戦い方そしてその時の心理面について語っています。 

兵法とは、剣術以外に槍術、弓術、柔術等武芸百般を入れ、更に軍陣、軍学

をも入れる広い意味もありますが、「五輪書」では対象は剣術のことです。 

武蔵は剣術（兵法）やその他の武術を含めては武芸と言い、軍陣のことは大
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兵法と言っています。 

尚、「五輪書」は武蔵の著述を弟子の寺尾孫丞が筆写したもの言われています

が（原文消失）、「五輪書」は未完で最後の空の巻は寺尾孫丞が生前に武蔵から

聞いていた内容をまとめたものと言う説もあります。（空の巻は他の巻に比べて

文字数が少ない） 

 合気道は少々やりますが、剣術は柳生新陰流のさわりを習った程度で、剣術

の素養がほとんどない著者には大変難解です。 

 

ここで戦国時代、江戸時代の剣術の流派ついて少々触れておきます。 

武蔵の流派は二天一流と言います。本人は二刀流とは称さなかったようです

し、試合では一刀で戦い、二刀で戦った記録がないそうです。 

「五輪書」にも二刀に限定しての刀のさばきについては記述していません。

二刀は大勢を相手にする時に便利だとは言っています。 

しかし武蔵の二刀流が武蔵亡き後弟子たちに受け継がれていき、現在剣道で

も二刀の使用は可能ですが、江戸時代以降今日まで圧倒的に主流は一刀を両手

で持って、構えて、両手で撃つ、突く刀法です。 

 

 江戸時代の流行った流派は時代小説をお好きな方はなじみがあるかと思いま

すので、ここで概略整理します。 

 剣術の流派の発祥は戦国時代の後半の１６世紀の初め頃と言われています。 

 先ず、長威斎が新当流を打ち立て、その流れの松本信綱の鹿島神流。更にそ

の流れの塚原卜伝です。 

上泉伊勢守信綱（秀綱）は鹿島神流や陰流を学び新たに新陰流を打ち出しま

す。 

新陰流の相伝は柳生石舟斎の柳生新新陰流に引き継がれます。その外新陰流

の系列には丸目蔵人佐のタイ捨流があります。 

新陰流と全く別系統に伊藤一刀斎景久開祖の一刀流。その系列の小野次郎右

衛門忠明（神子典膳）の小野一刀流、幕末に千葉周作の北辰一刀流。 

そして別系統の相馬四郎兼光開祖の念流、その系列の馬庭念流等があります。

流派は江戸時代、これらの流派から無数に分かれますが、みんな○○新当流、

○○新陰流、○○一刀流とか○○念流と称します。 

 

 武蔵の二天一流（二刀流）は武蔵没後ははやりませんでした。 

  二刀を使って相手に向かうことは尋常の人では難しいと言うことでしょう。

現在の剣道では二刀は認められていますが、使う人は少ないようです。剣

道のテレビ中継おいて中継以前に負けてしまうのか見たことがある人はほ
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とんどいないでしょう。 

 

  現在の剣道は、上記流派を基にルール決めら技を選定されており、技は面

打ち、胴打ち（左右）、小手打ち、喉又胸への突きに限定されています。戦場

で一番有効と思われる足への攻撃はルール違反です。 

しっかり打ち込まないと一本と判定してくれません。 

 二刀流は当然片腕で相手に打ちこみますので、当たっても打ち込みが緩いと

して一本の判定になりにくのです。剣道には柔道と違って一本に近い“技あり”

の判定はありません。 

 二刀流は江戸時代も現在も盛んになりません。 

 

「五輪書」が戦後有名になったのは、経済人が経営哲学書とみなして読み始

めたからと言われています。つられてサラリーマンも。 

経営哲学書としてお読みになるのは勝手ですが、この書はやはり剣の使い方、 

剣術の書です。一般人には難解なところがほとんどです。 

 武蔵が自分の戒めか、弟子への教えのためか不明ですが、「独行道」という箇

条書きの人生訓を書き残しています。 

 この方が一般人への教えと思えます。詳細は省きますが、一例としては、 

“仏神は貴し、仏神は頼まず”（仏神は貴いが、仏神には頼らない）があります。 

  

（２）武蔵作の絵画 

  武蔵の作と言われる絵は達磨の絵、馬の図、

鴨の図等何点も残っています。 

 最も有名なものは「枯木鳴
こぼくめい

鵙図
げ き ず

」（和泉市久保

惣美術館）が有名ですね。左図をご覧ください。

鵙
もず

が一本の細い枯れ木の上の方に止まって、同じ

木の下の方中ほどにはりついている芋虫を狙っ

ている図です。これが実にすばらしい筆タッチで

美術専門家は高く評価し、重要文化財に指定され

ています。  

 しかしある専門家は“武蔵はうまいと言っても

素人の絵描きである。他の武蔵の絵に比べ「枯木

鳴鵙図」はうますぎる。専門家絵師のタッチであ

る。この絵だけは武蔵の作ではない。”との主張
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もあります。 

  武蔵は落款（自筆署名）や印章を押したものも少なく、印章のほとんどは

武蔵没後誰かが印章を作って押したものと言われています。だからと言って

その絵が武蔵の作ではないとは言えないそうです。 

今も昔も素人の絵には落款や印章はないのが普通だからです。 

しかし武蔵の自筆か否かの判定は難しいそうです。 

 尚、永青文庫（細川家の美術館）にも同じ名で「枯木鳴
こぼくめい

鵙図
げ き ず

」があります。

図柄は少し違います。 

 

３、武蔵の伝記。 

（１）小倉碑文 

 最も信頼できる経歴は武蔵の自著の「五輪書」（概要は上述）の序文ですが、 

次に「小倉碑文」です。 

  「小倉碑文」は北九州市小倉にある４，５Mある石碑に、千百余文字の 

武蔵顕彰碑に刻まれています。 

 １６５４年（承応３年）に武蔵の養子の宮本伊織（小倉藩家老）が建立し  

 たものです。 

  但し文章は武蔵の高弟の寺尾孫之丞が撰文したのではないかと言われてい 

ます。 

  武蔵が亡くなって９年目ですので内容に信頼性は一応あると見るのですが、 

一部虚構もあると言われています。 

  対戦の試合は、播州の有馬喜兵衛や但馬国の秋山某と戦って勝つ記述は「五 

輪書」と同じですが、京での吉岡憲法との戦いは内容を記述されています。 

「五輪書」では“京へ上り天下の兵法者に会って数度の勝負を決した”とだ 

けで吉岡憲法との試合の内容は語っていません。試合をやっていたとしてもこ

の部分に脚色があるのではないかと言われています。 

  後は岩流
いわりゅう

との一戦を書いています。佐々木小次郎と言わず岩流とだけで 

す。 

（「五輪書」では巌流佐々木小次郎との試合のことは一切ふれていません。） 

その外よく知られる奈良の宝蔵院流との試合や鎖鎌の宍戸梅軒との試合の 

ことも書かれていません。 

  

 （２）二天記 

   武蔵の弟子の子孫豊田景英が、親が著わした武蔵の伝記「武公記」を更
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に脚色したもので、武蔵死後１３０年あまりたっての制作で、「五輪書」や

「小倉碑文」を大幅に脚色したものとして、史料的には信頼されていませ

ん。 

 しかしながらこの伝記「二天記」基に後世さらに脚色され、ふくらまされ

た物語、小説、講談の宮本武蔵がいくつも出来ました。 

   ついには吉川英治の「宮本武蔵」は、この「二天記」と「小倉碑文」と

「武州伝来記」をネタ本にして大部となりました。 

 

   この「二天記」につきましては上述の中でも引用してきましたが、ここ

では内容の特色を取り上げます。 

   武蔵の父親が十手が上手な兵法家として取り上げられています。 

 

   武蔵の氏名、出生についてもあります。出生地は播州で、「五輪書」や「小

倉碑文と同じで、美作ではありません。 

 

 試合歴は、播州の有馬喜兵衛、但馬の秋山某との対戦記は「五輪書」と「小

倉碑文」と同様に取り上げています。 

   吉岡清十郎（憲法）との対戦を取り上げています。「五輪書」にはありま

せんが、「小倉碑文」にはあります。 

  槍の宝蔵院や鎖鎌の宍戸某、波多野二郎左衛門、夢想権之助との対戦を記 

しています。「五輪書」や「小倉碑文」にはありません。 

   ここらあたりは創作でしょう。後世の小説には必ず載せられます。 

 

   岩流
がんりゅう

小次郎との試合を詳しく記述しています。「五輪書」にはなく「小

倉碑文」には記述があります。 

   小倉碑文では対戦相手の名は、“岩流
いわりゅう

”ですが。ここでは“岩流
いわりゅう

小次郎
こ じ ろ う

”

です。佐々木は入りません。我々が知る“巌流佐々木小次郎”とのフルネ

ームは１９世紀に入ってからの創作物語からでしょう。 

 

   合戦への参戦は、関ケ原、大坂の陣、キリシタン一揆（島原の乱）の参

戦記録があります。「小倉碑文」では関ケ原と大坂の陣の記載があります。 

この参戦での功労についてははっきりしませんが参戦したであろうとの

見方が現在大方です。 
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（３）その他伝記 

  大変多いのですが、後世の物語、小説に引用されてきた上記以外の代表的

な伝記は次の通りです。 

  しかし史料としては内容的に信頼性が薄いとされています。 

  〇東作誌
とうさくし

 

   美作
みまさか

国
くに

（岡山県の東部）の東部を東作と言い、この地区の地誌で１９世

紀中ごろに編集されました。 

   武蔵の出身地を東作の地とします。（美作国英田郡讃甘大字宮本） 

   武蔵伝を含むこの地誌は明治４２年に以降一般的に知られるようになり、

以降武蔵の美作国生まれが徐々に有力になり、明治以降の小説の多くは

は美作説をとります。今日の研究家は播磨国説を取る人が多いようです。 

 

  〇武州伝来記 

   福岡の黒田藩の家来立花峯均の著作で、１７２９年の作と言われていま

す。（武蔵晩年の熊本細川藩とともに福岡黒田藩の家来の子孫に二天一流

が伝わっています） 

   この伝来記は武蔵は播州の産としています。 

 

  〇播磨鑑 

   播磨国の医師平野庸脩が１８世紀中ごろに編集した地誌で、宮本武蔵の 

   出生地が記述されています。 

   播磨国揖
はりまくにいっ

東 郡 鵤
とうぐんいかるが

の辺宮本村の産 

   

＜おわりに＞ 

 宮本武蔵については呼び方はいくつかあります。宮本武蔵、新免武蔵、二天

等。出生地については播州国宮本（兵庫県の西）か美作国宮本（岡山県の東）

で論争があります。対戦試合は実際と物語が混在してはっきりしません。戦場

での戦いも関ケ原の戦いの折、関ケ原で戦ったのか九州で黒田如水の下で戦っ

たのかはっきりしません。大阪の陣での功労ははっきりしません。島原の乱で

は負傷して功労はなかったようです。 

 伊織を養子にしたこと、晩年熊本で細川家の客分として遇され、兵法家とし

て指導、「五輪書」等の執筆、素人離れした墨絵の制作、彫刻、連歌、茶にも熱

心だったことははっきりしています。ただの武術家（兵法家）ではなく教養人
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であったと言えるでしょう。 

 ２９歳までの試合の全容がはっきりせず、３０代から熊本に現れる５７歳ま

での間の出来事は断片的にしか分かりませんが、晩年の熊本での５年間の活動

はっきりしています。 

 江戸時代初め、兵法家として宮本武蔵（兵法家としては新免武蔵と言うとの

説があります）は有名でもちろん存在したことは間違いありません。 

 そして武蔵が大名やその重臣クラスと知友であったことも事実です。 

 在世中から有名人であるわりに分からないところが多い仁なのです。それ故

後世脚色された物語、講談や小説が作りやすく人気を博したとも言えます。 

以上 

 

 

２０１７年５月２３日 
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